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■　目　次　■

　　　条　例
　○秋田県標準事務関係手数料徴収条例の一部を改正する条例（９０・財政課）………………………………………２
　○秋田県指定障害児通所支援の事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例等の一部を改正する条例　　　
　　（９１・障害福祉課）………………………………………………………………………………………………………２
　○秋田県指定障害児通所支援の事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例　　　
　　（９２・障害福祉課）………………………………………………………………………………………………………２
　○秋田県保育所の設備及び運営に関する基準を定める条例（９３・幼保推進課）……………………………………４

◇秋田県標準事務関係手数料徴収条例の一部を改正する条例（秋田県条例第90号）
１　引用している養ほう振興法（昭和30年法律第180号）の題名を改めるとともに、所要の規定の整理を行うこととし

た。（第12条関係）
２　施行期日
　　この条例は、養ほう振興法の一部を改正する法律（平成24年法律第45号）の施行の日（平成25年１月１日）から施

行することとした。

◇秋田県指定障害児通所支援の事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例等の一部を改正する条例（秋田県
条例第91号）
１　指定児童発達支援、指定福祉型障害児入所施設、指定療養介護、指定障害者支援施設その他児童福祉法（昭和22年

法律第164号）又は障害者自立支援法（平成17年法律第123号）に基づく障害児又は障害者に係るサービス又は施設等
について、その定員を超えてサービスを提供し、又は施設等に入所させることができるやむを得ない事情として、虐
待を明示することとした。
２　施行期日
　　この条例は、公布の日から施行することとした。

◇秋田県指定障害児通所支援の事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例（秋田県条
例第92号）
１　児童発達支援に係る基準該当通所支援の事業の人員、設備及び運営に関する基準を定めることとした。（第29条～

第34条関係）
２　放課後等デイサービスに係る基準該当通所支援の事業の人員、設備及び運営に関する基準を定めることとした。

（第48条～第50条関係）
３　その他所要の規定の整理を行うこととした。
４　施行期日等
　⑴　この条例は、平成25年４月１日から施行することとした。
　⑵　秋田県指定障害福祉サービスの事業等の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例（平成24年秋田県条例第

66号）及び秋田県障害福祉サービス事業の設備及び運営に関する基準を定める条例（平成24年秋田県条例第69号）
について所要の規定の整理を行うこととした。

◇秋田県保育所の設備及び運営に関する基準を定める条例（秋田県条例第93号）
１　地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備に関する法律（平成23年法律第37

号）による児童福祉法（昭和22年法律第164号）の一部改正に伴い、保育所の設備及び運営に関する基準を定めるこ
ととした。
２　施行期日等
　⑴　この条例は、平成25年４月１日から施行することとした。
　⑵　この条例の施行に関し所要の経過措置を規定することとした。

この号で公布された条例のあらまし
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◇ ◇

◇ ◇
◇ ◇

平成24年12月28日
号外第１号
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　 次 に 掲 げ る 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

　 一 　 秋 田 県 標 準 事 務 関 係 手 数 料 徴 収 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

　 二 　 秋 田 県 指 定 障 害 児 通 所 支 援 の 事 業 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

　 三 　 秋 田 県 指 定 障 害 児 通 所 支 援 の 事 業 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

　 四 　 秋 田 県 保 育 所 の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例

　 　 平 成 二 十 四 年 十 二 月 二 十 八 日

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 秋 田 県 知 事 　 佐 　 竹 　 敬 　 久

秋 田 県 条 例 第 九 十 号

秋 田 県 標 準 事 務 関 係 手 数 料 徴 収 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

秋 田 県 標 準 事 務 関 係 手 数 料 徴 収 条 例 � 平 成 十 二 年 秋 田 県 条 例 第 十 九 号 � の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る �

第 十 二 条 の 見 出 し を � � 養 蜂 振 興 法 関 係 手 数 料 � � に 改 め � 同 条 中 � 養 ほ う 振 興 法 � を � 養 蜂 振 興 法 � に � � ほ う 群 数 � を � 蜂 群 数 � に 改 め る �

附 則

こ の 条 例 は � 養 ほ う 振 興 法 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 � 平 成 二 十 四 年 法 律 第 四 十 五 号 � の 施 行 の 日 � 平 成 二 十 五 年 一 月 一 日 � か ら 施 行 す る �

秋 田 県 条 例 第 九 十 一 号

秋 田 県 指 定 障 害 児 通 所 支 援 の 事 業 の 人 員 � 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

次 に 掲 げ る 条 例 の 規 定 中 � 災 害 � の 下 に � � 虐 待 � を 加 え る �

一 秋 田 県 指 定 障 害 児 通 所 支 援 の 事 業 の 人 員 � 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 � 平 成 二 十 四 年 秋 田 県 条 例 第 六 十 四 号 � 第 二 十 一 条 た だ し 書

二 秋 田 県 指 定 障 害 児 入 所 施 設 等 の 人 員 � 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 � 平 成 二 十 四 年 秋 田 県 条 例 第 六 十 五 号 � 第 十 五 条 た だ し 書

三 秋 田 県 指 定 障 害 福 祉 サ � ビ ス の 事 業 等 の 人 員 � 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 � 平 成 二 十 四 年 秋 田 県 条 例 第 六 十 六 号 � 第 三 十 七 条 た だ し

書 � 第 六 十 一 条 た だ し 書 及 び 第 八 十 二 条 た だ し 書

四 秋 田 県 指 定 障 害 者 支 援 施 設 の 人 員 � 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 � 平 成 二 十 四 年 秋 田 県 条 例 第 六 十 八 号 � 第 二 十 条 た だ し 書

五 秋 田 県 障 害 福 祉 サ � ビ ス 事 業 の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 � 平 成 二 十 四 年 秋 田 県 条 例 第 六 十 九 号 � 第 十 九 条 た だ し 書

六 秋 田 県 地 域 活 動 支 援 セ ン タ � の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 � 平 成 二 十 四 年 秋 田 県 条 例 第 七 十 号 � 第 十 一 条 た だ し 書

七 秋 田 県 福 祉 ホ � ム の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 � 平 成 二 十 四 年 秋 田 県 条 例 第 七 十 一 号 � 第 十 条 た だ し 書

八 秋 田 県 障 害 者 支 援 施 設 の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 � 平 成 二 十 四 年 秋 田 県 条 例 第 七 十 二 号 � 第 十 九 条 た だ し 書

附 則

こ の 条 例 は � 公 布 の 日 か ら 施 行 す る �

-
2
-

秋 田 県 条 例 第 九 十 二 号

秋 田 県 指 定 障 害 児 通 所 支 援 の 事 業 の 人 員 � 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 � 平 成 二 十 四 年 秋 田 県 条 例 第 六 十 四 号 � の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す

る �
題 名 を 次 の よ う に 改 め る �

秋 田 県 指 定 通 所 支 援 の 事 業 等 の 人 員 � 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例

� 第 二 章 児 童 発 達 支 援

目 次 中 � 第 二 章 児 童 発 達 支 援 � 第 四 条 � 第 二 十 八 条 � � を 第 一 節 人 員 � 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 � 第 四 条 � 第 二 十 八 条 � に � � 第 二 十

第 二 節 基 準 該 当 通 所 支 援 に 関 す る 基 準 � 第 二 十 九 条 � 第 三 十 四 条 � �

� 第 四 章 放 課 後 等 デ イ サ �

九 条 � 第 三 十 五 条 � を � 第 三 十 五 条 � 第 四 十 一 条 � に � � 第 四 章 放 課 後 等 デ イ サ � ビ ス � 第 三 十 六 条 � 第 四 十 一 条 � � を 第 一 節 人 員 � 設 備 及 び

第 二 節 基 準 該 当 通 所 支

ビ ス
運 営 に 関 す る 基 準 � 第 四 十 二 条 � 第 四 十 七 条 � に � � 第 四 十 二 条 � 第 四 十 七 条 � を � 第 五 十 一 条 � 第 五 十 六 条 � に � � 第 四 十 八 条 � 第 五 十 条 � を � 第

援 に 関 す る 基 準 � 第 四 十 八 条 � 第 五 十 条 � �

五 十 七 条 � 第 五 十 九 条 � に � � 第 五 十 一 条 � を � 第 六 十 条 � に 改 め る �

第 一 条 中 � い う � � � の 下 に � 第 二 十 一 条 の 五 の 四 第 一 項 第 二 号 並 び に � を 加 え � � 指 定 障 害 児 通 所 支 援 の 事 業 � を � 指 定 通 所 支 援 の 事 業 等 � に 改 め

る �
第 二 条 第 八 号 中 � 第 二 十 九 条 � を � 第 三 十 五 条 � に � � 第 三 十 六 条 � を � 第 四 十 二 条 � に � � 及 び 第 四 十 二 条 � を � 及 び 第 五 十 一 条 � に 改 め � 同 号 を

同 条 第 九 号 と し � 同 条 第 七 号 の 次 に 次 の 一 号 を 加 え る �

八 基 準 該 当 通 所 支 援 法 第 二 十 一 条 の 五 の 四 第 一 項 第 二 号 に 規 定 す る 基 準 該 当 通 所 支 援 を い う �

第 二 章 中 第 四 条 の 前 に 次 の 節 名 を 付 す る �

第 一 節 人 員 � 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準

第 五 十 一 条 中 � 指 定 障 害 児 通 所 支 援 の 事 業 � を � 指 定 通 所 支 援 の 事 業 等 � に 改 め � 同 条 を 第 六 十 条 と す る �

条　　　　　　　　例
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秋 田 県 条 例 第 九 十 二 号

秋 田 県 指 定 障 害 児 通 所 支 援 の 事 業 の 人 員 � 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 � 平 成 二 十 四 年 秋 田 県 条 例 第 六 十 四 号 � の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す

る �
題 名 を 次 の よ う に 改 め る �

秋 田 県 指 定 通 所 支 援 の 事 業 等 の 人 員 � 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例

� 第 二 章 児 童 発 達 支 援

目 次 中 � 第 二 章 児 童 発 達 支 援 � 第 四 条 � 第 二 十 八 条 � � を 第 一 節 人 員 � 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 � 第 四 条 � 第 二 十 八 条 � に � � 第 二 十

第 二 節 基 準 該 当 通 所 支 援 に 関 す る 基 準 � 第 二 十 九 条 � 第 三 十 四 条 � �

� 第 四 章 放 課 後 等 デ イ サ �

九 条 � 第 三 十 五 条 � を � 第 三 十 五 条 � 第 四 十 一 条 � に � � 第 四 章 放 課 後 等 デ イ サ � ビ ス � 第 三 十 六 条 � 第 四 十 一 条 � � を 第 一 節 人 員 � 設 備 及 び

第 二 節 基 準 該 当 通 所 支

ビ ス
運 営 に 関 す る 基 準 � 第 四 十 二 条 � 第 四 十 七 条 � に � � 第 四 十 二 条 � 第 四 十 七 条 � を � 第 五 十 一 条 � 第 五 十 六 条 � に � � 第 四 十 八 条 � 第 五 十 条 � を � 第

援 に 関 す る 基 準 � 第 四 十 八 条 � 第 五 十 条 � �

五 十 七 条 � 第 五 十 九 条 � に � � 第 五 十 一 条 � を � 第 六 十 条 � に 改 め る �

第 一 条 中 � い う � � � の 下 に � 第 二 十 一 条 の 五 の 四 第 一 項 第 二 号 並 び に � を 加 え � � 指 定 障 害 児 通 所 支 援 の 事 業 � を � 指 定 通 所 支 援 の 事 業 等 � に 改 め

る �
第 二 条 第 八 号 中 � 第 二 十 九 条 � を � 第 三 十 五 条 � に � � 第 三 十 六 条 � を � 第 四 十 二 条 � に � � 及 び 第 四 十 二 条 � を � 及 び 第 五 十 一 条 � に 改 め � 同 号 を

同 条 第 九 号 と し � 同 条 第 七 号 の 次 に 次 の 一 号 を 加 え る �

八 基 準 該 当 通 所 支 援 法 第 二 十 一 条 の 五 の 四 第 一 項 第 二 号 に 規 定 す る 基 準 該 当 通 所 支 援 を い う �

第 二 章 中 第 四 条 の 前 に 次 の 節 名 を 付 す る �

第 一 節 人 員 � 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準

第 五 十 一 条 中 � 指 定 障 害 児 通 所 支 援 の 事 業 � を � 指 定 通 所 支 援 の 事 業 等 � に 改 め � 同 条 を 第 六 十 条 と す る �

-
3
-

第 五 十 条 第 一 項 か ら 第 四 項 ま で の 規 定 中 � 第 三 十 二 条 � を � 第 三 十 八 条 � に � � 第 三 十 九 条 � を � 第 四 十 五 条 � に 改 め � 第 六 章 中 同 条 を 第 五 十 九 条 と

し � 第 四 十 九 条 を 第 五 十 八 条 と す る �

第 四 十 八 条 第 一 項 中 � 第 三 十 条 � 第 三 十 七 条 � を � 第 三 十 六 条 � 第 四 十 三 条 � に � � 第 四 十 三 条 第 一 項 � を � 第 五 十 二 条 第 一 項 � に � � 第 三 十 条 第 一

項 � を � 第 三 十 六 条 第 一 項 � に � � 第 三 十 七 条 第 一 項 � を � 第 四 十 三 条 第 一 項 � に 改 め � 同 条 を 第 五 十 七 条 と す る �

第 四 十 七 条 中 � 第 四 十 三 条 第 一 項 第 一 号 � を � 第 五 十 二 条 第 一 項 第 一 号 � に � � 第 四 十 六 条 各 号 � を � 第 五 十 五 条 各 号 � に 改 め � 第 五 章 中 同 条 を 第 五

十 六 条 と し � 第 四 十 六 条 を 第 五 十 五 条 と し � 第 四 十 二 条 か ら 第 四 十 五 条 ま で を 九 条 ず つ 繰 り 下 げ る �

第 四 十 一 条 中 � 第 三 十 四 条 の � を � 第 四 十 条 の � に � � 第 四 十 一 条 � を � 第 四 十 七 条 � に � � 第 三 十 四 条 各 号 � を � 第 四 十 条 各 号 � に 改 め � 第 四 章 中

同 条 を 第 四 十 七 条 と し � 同 条 の 次 に 次 の 一 節 を 加 え る �

第 二 節 基 準 該 当 通 所 支 援 に 関 す る 基 準

� 従 業 者 �

第 四 十 八 条 放 課 後 等 デ イ サ � ビ ス に 係 る 基 準 該 当 通 所 支 援 � 以 下 � 基 準 該 当 放 課 後 等 デ イ サ � ビ ス � と い う � � の 事 業 を 行 う 者 は � 規 則 で 定 め る と こ

ろ に よ り � 当 該 事 業 を 行 う 事 業 所 � 以 下 � 基 準 該 当 放 課 後 等 デ イ サ � ビ ス 事 業 所 � と い う � � ご と に � 次 に 掲 げ る 従 業 者 を 置 か な け れ ば な ら な い �

一 指 導 員 又 は 保 育 士

二 児 童 発 達 支 援 管 理 責 任 者

２ 前 項 に 定 め る も の の ほ か � 基 準 該 当 放 課 後 等 デ イ サ � ビ ス 事 業 所 の 従 業 者 に 関 し 必 要 な 事 項 は � 規 則 で 定 め る �

� 設 備 及 び 備 品 �

第 四 十 九 条 基 準 該 当 放 課 後 等 デ イ サ � ビ ス 事 業 所 に は � 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り � 指 導 訓 練 を 行 う 場 所 そ の 他 規 則 で 定 め る 設 備 及 び 備 品 を 設 け な け

れ ば な ら な い �

２ 前 項 に 規 定 す る 設 備 及 び 備 品 は � 専 ら 当 該 基 準 該 当 放 課 後 等 デ イ サ � ビ ス の 事 業 の 用 に 供 す る も の で な け れ ば な ら な い � た だ し � 障 害 児 の 支 援 に 支

障 が な い 場 合 に は � こ の 限 り で な い �

� 準 用 �

第 五 十 条 第 七 条 � 第 十 二 条 � 第 十 三 条 � 第 十 五 条 か ら 第 十 九 条 ま で � 第 二 十 一 条 か ら 第 二 十 四 条 ま で � 第 二 十 六 条 か ら 第 二 十 八 条 ま で � 第 三 十 三 条 �

第 三 十 四 条 � 第 四 十 条 � 第 四 十 二 条 � 第 四 十 五 条 並 び に 第 四 十 六 条 第 二 項 及 び 第 三 項 の 規 定 は � 基 準 該 当 放 課 後 等 デ イ サ � ビ ス の 事 業 に つ い て 準 用 す
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る � こ の 場 合 に お い て � 第 十 二 条 第 一 項 中 � 第 二 十 条 各 号 � と あ る の は � 第 五 十 条 に お い て 準 用 す る 第 四 十 条 各 号 � と � 第 三 十 三 条 中 � 前 条 � 第 十 四

条 第 二 項 及 び 第 三 項 � と あ り � 及 び 第 三 十 四 条 中 � 第 三 十 二 条 � 第 十 四 条 第 二 項 及 び 第 三 項 � と あ る の は � 第 五 十 条 � 第 四 十 六 条 第 二 項 及 び 第 三 項 �

と 読 み 替 え る も の と す る �

第 四 十 条 を 第 四 十 六 条 と し � 第 三 十 七 条 か ら 第 三 十 九 条 ま で を 六 条 ず つ 繰 り 下 げ � 第 三 十 六 条 を 第 四 十 二 条 と し � 第 四 章 中 同 条 の 前 に 次 の 節 名 を 付 す

る �

第 一 節 人 員 � 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準

第 三 十 五 条 中 � 第 三 十 四 条 各 号 � を � 第 四 十 条 各 号 � に 改 め � 第 三 章 中 同 条 を 第 四 十 一 条 と し � 第 三 十 四 条 を 第 四 十 条 と し � 第 二 十 九 条 か ら 第 三 十 三

条 ま で を 六 条 ず つ 繰 り 下 げ る �

第 二 章 に 次 の 一 節 を 加 え る �

第 二 節 基 準 該 当 通 所 支 援 に 関 す る 基 準

� 従 業 者 �

第 二 十 九 条 児 童 発 達 支 援 に 係 る 基 準 該 当 通 所 支 援 � 以 下 � 基 準 該 当 児 童 発 達 支 援 � と い う � � の 事 業 を 行 う 者 は � 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り � 当 該 事

業 を 行 う 事 業 所 � 以 下 � 基 準 該 当 児 童 発 達 支 援 事 業 所 � と い う � � ご と に � 次 に 掲 げ る 従 業 者 を 置 か な け れ ば な ら な い �

一 指 導 員 又 は 保 育 士

二 児 童 発 達 支 援 管 理 責 任 者

２ 前 項 に 定 め る も の の ほ か � 基 準 該 当 児 童 発 達 支 援 事 業 所 の 従 業 者 に 関 し 必 要 な 事 項 は � 規 則 で 定 め る �

� 設 備 及 び 備 品 �

第 三 十 条 基 準 該 当 児 童 発 達 支 援 事 業 所 に は � 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り � 指 導 訓 練 を 行 う 場 所 そ の 他 規 則 で 定 め る 設 備 及 び 備 品 を 設 け な け れ ば な ら な

い �

２ 前 項 に 規 定 す る 設 備 及 び 備 品 は � 専 ら 当 該 基 準 該 当 児 童 発 達 支 援 の 事 業 の 用 に 供 す る も の で な け れ ば な ら な い � た だ し � 障 害 児 の 支 援 に 支 障 が な い

場 合 に は � こ の 限 り で な い �

� 利 用 定 員 �

第 三 十 一 条 基 準 該 当 児 童 発 達 支 援 事 業 所 は � そ の 利 用 定 員 を 十 人 以 上 と す る �
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� 準 用 �

第 三 十 二 条 第 四 条 � 第 七 条 � 第 十 二 条 � 第 十 三 条 � 第 十 四 条 第 二 項 及 び 第 三 項 � 第 十 五 条 か ら 第 二 十 四 条 ま で 並 び に 第 二 十 六 条 か ら 第 二 十 八 条 ま で の

規 定 は � 基 準 該 当 児 童 発 達 支 援 の 事 業 に つ い て 準 用 す る � こ の 場 合 に お い て � 第 十 二 条 第 一 項 中 � 第 二 十 条 各 号 � と あ る の は � � 第 三 十 二 条 に お い て

準 用 す る 第 二 十 条 各 号 � と 読 み 替 え る も の と す る �

� 指 定 生 活 介 護 事 業 所 に 関 す る 特 例 �

第 三 十 三 条 規 則 で 定 め る 要 件 に 適 合 す る 指 定 生 活 介 護 事 業 者 � 秋 田 県 指 定 障 害 福 祉 サ � ビ ス の 事 業 等 の 人 員 � 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例

第 四 十 三 条 第 一 項 に 規 定 す る 指 定 生 活 介 護 事 業 者 を い う � � が 地 域 に お い て 児 童 発 達 支 援 が 提 供 さ れ て い な い こ と そ の 他 の 地 域 に お け る 児 童 発 達 支 援

の 提 供 の 状 況 に よ り 児 童 発 達 支 援 を 受 け る こ と が 困 難 な 障 害 児 に 対 し 指 定 生 活 介 護 � 同 条 例 第 四 十 二 条 に 規 定 す る 指 定 生 活 介 護 を い う � 以 下 同 じ � �

を 提 供 す る 場 合 に は � 当 該 指 定 生 活 介 護 を 基 準 該 当 児 童 発 達 支 援 と � 当 該 指 定 生 活 介 護 を 行 う 指 定 生 活 介 護 事 業 所 � 同 項 に 規 定 す る 指 定 生 活 介 護 事 業

所 を い う � 以 下 同 じ � � を 基 準 該 当 児 童 発 達 支 援 事 業 所 と み な す � こ の 場 合 に お い て � こ の 節 � 前 条 � 第 十 四 条 第 二 項 及 び 第 三 項 の 規 定 を 準 用 す る 部

分 に 限 る � � を 除 く � � の 規 定 は � 当 該 指 定 生 活 介 護 事 業 所 に つ い て は � 適 用 し な い �

� 指 定 通 所 介 護 事 業 所 に 関 す る 特 例 �

第 三 十 四 条 規 則 で 定 め る 要 件 に 適 合 す る 指 定 通 所 介 護 事 業 者 � 秋 田 県 指 定 居 宅 サ � ビ ス 等 の 事 業 の 人 員 � 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 � 平

成 二 十 四 年 秋 田 県 条 例 第 五 十 六 号 � 第 六 十 八 条 第 一 項 に 規 定 す る 指 定 通 所 介 護 事 業 者 及 び 同 条 例 第 七 十 八 条 第 二 項 に 規 定 す る 指 定 療 養 通 所 介 護 事 業 者

を い う � � が 地 域 に お い て 児 童 発 達 支 援 が 提 供 さ れ て い な い こ と そ の 他 の 地 域 に お け る 児 童 発 達 支 援 の 提 供 の 状 況 に よ り 児 童 発 達 支 援 を 受 け る こ と が

困 難 な 障 害 児 に 対 し 指 定 通 所 介 護 � 同 条 例 第 六 十 七 条 に 規 定 す る 指 定 通 所 介 護 及 び 同 条 例 第 七 十 八 条 第 一 項 に 規 定 す る 指 定 療 養 通 所 介 護 を い う � 以 下

同 じ � � を 提 供 す る 場 合 に は � 当 該 指 定 通 所 介 護 を 基 準 該 当 児 童 発 達 支 援 と � 当 該 指 定 通 所 介 護 を 行 う 指 定 通 所 介 護 事 業 所 � 同 条 例 第 六 十 八 条 第 一 項

に 規 定 す る 指 定 通 所 介 護 事 業 所 及 び 同 条 例 第 七 十 九 条 第 一 項 に 規 定 す る 指 定 療 養 通 所 介 護 事 業 所 を い う � 以 下 同 じ � � を 基 準 該 当 児 童 発 達 支 援 事 業 所

と み な す � こ の 場 合 に お い て � こ の 節 � 第 三 十 二 条 � 第 十 四 条 第 二 項 及 び 第 三 項 の 規 定 を 準 用 す る 部 分 に 限 る � � を 除 く � � の 規 定 は � 当 該 指 定 通 所

介 護 事 業 所 に つ い て は � 適 用 し な い �

附 則 第 二 項 中 � 第 三 十 七 条 第 一 項 第 二 号 � を � 第 四 十 三 条 第 一 項 第 二 号 � に 改 め る �

附 則

� 施 行 期 日 �
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１ こ の 条 例 は � 平 成 二 十 五 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る �

� 秋 田 県 指 定 障 害 福 祉 サ � ビ ス の 事 業 等 の 人 員 � 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 の 一 部 改 正 �

２ 秋 田 県 指 定 障 害 福 祉 サ � ビ ス の 事 業 等 の 人 員 � 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 � 平 成 二 十 四 年 秋 田 県 条 例 第 六 十 六 号 � の 一 部 を 次 の よ う に

改 正 す る �

第 二 条 第 十 号 中 � 秋 田 県 指 定 障 害 児 通 所 支 援 の 事 業 の 人 員 � 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 � を � 秋 田 県 指 定 通 所 支 援 の 事 業 等 の 人 員 � 設

備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 � に � � 第 二 十 九 条 � を � 第 三 十 五 条 � に � � 第 三 十 六 条 � を � 第 四 十 二 条 � に � � 同 条 例 第 四 十 二 条 � を � 同

条 例 第 五 十 一 条 � に 改 め る �

第 百 十 九 条 の 見 出 し 中 � 従 業 者 � の 下 に � 等 � を 加 え � 同 条 第 一 項 中 � 秋 田 県 指 定 障 害 児 通 所 支 援 の 事 業 の 人 員 � 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め

る 条 例 � を � 秋 田 県 指 定 通 所 支 援 の 事 業 等 の 人 員 � 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 � に � � 第 三 十 条 第 一 項 � を � 第 三 十 六 条 第 一 項 � に �

� 第 三 十 七 条 第 一 項 � を � 第 四 十 三 条 第 一 項 � に 改 め る �

� 秋 田 県 障 害 福 祉 サ � ビ ス 事 業 の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 の 一 部 改 正 �

３ 秋 田 県 障 害 福 祉 サ � ビ ス 事 業 の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 � 平 成 二 十 四 年 秋 田 県 条 例 第 六 十 九 号 � の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る �

第 六 十 条 第 一 項 中 � 秋 田 県 指 定 障 害 児 通 所 支 援 の 事 業 の 人 員 � 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 � を � 秋 田 県 指 定 通 所 支 援 の 事 業 等 の 人 員 �

設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 � に � � 第 二 十 九 条 � を � 第 三 十 五 条 � に � � 第 三 十 六 条 � を � 第 四 十 二 条 � に 改 め る �

秋 田 県 条 例 第 九 十 三 号

秋 田 県 保 育 所 の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例

� 趣 旨 �

第 一 条 こ の 条 例 は � 児 童 福 祉 法 � 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 百 六 十 四 号 � 以 下 � 法 � と い う � � 第 四 十 五 条 第 一 項 の 規 定 に 基 づ き � 保 育 所 の 設 備 及 び 運 営 に

関 す る 基 準 � 以 下 � 設 備 運 営 基 準 � と い う � � を 定 め る も の と す る �

� 一 般 原 則 �

第 二 条 設 備 運 営 基 準 は � 保 育 所 に 入 所 し て い る 児 童 が � 明 る く 衛 生 的 な 環 境 に お い て � 素 養 が あ り � か つ � 適 切 な 訓 練 を 受 け た 職 員 の 保 育 に よ り � 心

身 と も に 健 や か に 成 長 し � 社 会 生 活 に 適 応 す る よ う に 育 成 さ れ る こ と を 保 障 す る も の と す る �

２ 設 備 運 営 基 準 は � 保 育 所 の 運 営 を 行 う た め に 必 要 な 最 低 限 度 の も の で あ り � 保 育 所 は � 常 に � 当 該 保 育 所 の 設 備 及 び 運 営 に つ い て の 水 準 の 向 上 を 図

る よ う に 努 め な け れ ば な ら な い �

３ 設 備 運 営 基 準 を 超 え て � 設 備 を 設 け � 又 は 運 営 を 行 � て い る 保 育 所 は � 設 備 運 営 基 準 を 理 由 と し て � 当 該 保 育 所 の 設 備 又 は 運 営 に つ い て の 水 準 を 低

下 さ せ な い よ う に 努 め な け れ ば な ら な い �

４ 保 育 所 は � 入 所 し て い る 児 童 の 人 権 に 十 分 配 慮 す る と と も に � 一 人 一 人 の 人 格 を 尊 重 し � 当 該 保 育 所 の 運 営 を 行 わ な け れ ば な ら な い �

５ 保 育 所 は � 地 域 社 会 と の 交 流 及 び 連 携 を 図 り � 児 童 の 保 護 者 及 び 地 域 社 会 に 対 し � 当 該 保 育 所 の 運 営 の 内 容 を 適 切 に 説 明 す る よ う に 努 め な け れ ば な

ら な い �

６ 保 育 所 は � 当 該 保 育 所 の 運 営 の 内 容 に つ い て � 自 ら 評 価 を 行 い � 当 該 評 価 の 結 果 を 公 表 す る よ う に 努 め な け れ ば な ら な い �

７ 保 育 所 に は � 法 に 定 め る 目 的 を 達 成 す る た め に 必 要 な 設 備 を 設 け な け れ ば な ら な い �

８ 保 育 所 の 構 造 設 備 は � 採 光 � 換 気 そ の 他 の 入 所 し て い る 児 童 の 保 健 衛 生 及 び 当 該 児 童 に 対 す る 危 害 防 止 に つ い て 十 分 考 慮 さ れ た も の で な け れ ば な ら

な い �

� 非 常 災 害 対 策 �

第 三 条 保 育 所 は � 消 火 用 具 � 非 常 口 そ の 他 非 常 災 害 に 際 し て 必 要 な 設 備 を 設 け る と と も に � 非 常 災 害 に 関 す る 具 体 的 な 計 画 を 立 て � 定 期 的 に 避 難 訓

練 � 消 火 訓 練 そ の 他 必 要 な 訓 練 を 行 わ な け れ ば な ら な い �

２ 保 育 所 は � 毎 月 一 回 は � 前 項 の 避 難 訓 練 及 び 消 火 訓 練 を 行 わ な け れ ば な ら な い �
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秋 田 県 条 例 第 九 十 三 号

秋 田 県 保 育 所 の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例

� 趣 旨 �

第 一 条 こ の 条 例 は � 児 童 福 祉 法 � 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 百 六 十 四 号 � 以 下 � 法 � と い う � � 第 四 十 五 条 第 一 項 の 規 定 に 基 づ き � 保 育 所 の 設 備 及 び 運 営 に

関 す る 基 準 � 以 下 � 設 備 運 営 基 準 � と い う � � を 定 め る も の と す る �

� 一 般 原 則 �

第 二 条 設 備 運 営 基 準 は � 保 育 所 に 入 所 し て い る 児 童 が � 明 る く 衛 生 的 な 環 境 に お い て � 素 養 が あ り � か つ � 適 切 な 訓 練 を 受 け た 職 員 の 保 育 に よ り � 心

身 と も に 健 や か に 成 長 し � 社 会 生 活 に 適 応 す る よ う に 育 成 さ れ る こ と を 保 障 す る も の と す る �

２ 設 備 運 営 基 準 は � 保 育 所 の 運 営 を 行 う た め に 必 要 な 最 低 限 度 の も の で あ り � 保 育 所 は � 常 に � 当 該 保 育 所 の 設 備 及 び 運 営 に つ い て の 水 準 の 向 上 を 図

る よ う に 努 め な け れ ば な ら な い �

３ 設 備 運 営 基 準 を 超 え て � 設 備 を 設 け � 又 は 運 営 を 行 � て い る 保 育 所 は � 設 備 運 営 基 準 を 理 由 と し て � 当 該 保 育 所 の 設 備 又 は 運 営 に つ い て の 水 準 を 低

下 さ せ な い よ う に 努 め な け れ ば な ら な い �

４ 保 育 所 は � 入 所 し て い る 児 童 の 人 権 に 十 分 配 慮 す る と と も に � 一 人 一 人 の 人 格 を 尊 重 し � 当 該 保 育 所 の 運 営 を 行 わ な け れ ば な ら な い �

５ 保 育 所 は � 地 域 社 会 と の 交 流 及 び 連 携 を 図 り � 児 童 の 保 護 者 及 び 地 域 社 会 に 対 し � 当 該 保 育 所 の 運 営 の 内 容 を 適 切 に 説 明 す る よ う に 努 め な け れ ば な

ら な い �

６ 保 育 所 は � 当 該 保 育 所 の 運 営 の 内 容 に つ い て � 自 ら 評 価 を 行 い � 当 該 評 価 の 結 果 を 公 表 す る よ う に 努 め な け れ ば な ら な い �

７ 保 育 所 に は � 法 に 定 め る 目 的 を 達 成 す る た め に 必 要 な 設 備 を 設 け な け れ ば な ら な い �

８ 保 育 所 の 構 造 設 備 は � 採 光 � 換 気 そ の 他 の 入 所 し て い る 児 童 の 保 健 衛 生 及 び 当 該 児 童 に 対 す る 危 害 防 止 に つ い て 十 分 考 慮 さ れ た も の で な け れ ば な ら

な い �

� 非 常 災 害 対 策 �

第 三 条 保 育 所 は � 消 火 用 具 � 非 常 口 そ の 他 非 常 災 害 に 際 し て 必 要 な 設 備 を 設 け る と と も に � 非 常 災 害 に 関 す る 具 体 的 な 計 画 を 立 て � 定 期 的 に 避 難 訓

練 � 消 火 訓 練 そ の 他 必 要 な 訓 練 を 行 わ な け れ ば な ら な い �

２ 保 育 所 は � 毎 月 一 回 は � 前 項 の 避 難 訓 練 及 び 消 火 訓 練 を 行 わ な け れ ば な ら な い �

� 職 員 の 一 般 的 要 件 �

第 四 条 保 育 所 に 入 所 し て い る 児 童 の 保 育 に 従 事 す る 職 員 は � 健 全 な 心 身 を 有 し � 豊 か な 人 間 性 及 び 倫 理 観 を 備 え � 保 育 を 行 う 事 業 に 熱 意 の あ る 者 で あ

� て � 保 育 を 行 う 事 業 の 理 論 及 び 実 務 に つ い て 訓 練 を 受 け た も の で な け れ ば な ら な い �

� 職 員 の 知 識 及 び 技 能 の 向 上 等 �

第 五 条 保 育 所 の 職 員 は � 常 に 自 己 研 鑽 に 励 み � 法 に 定 め る 保 育 所 の 目 的 を 達 成 す る た め に 必 要 な 知 識 及 び 技 能 の 修 得 � 維 持 及 び 向 上 に 努 め な け れ ば な

さ ん

ら な い �

２ 保 育 所 は � 当 該 保 育 所 の 職 員 に 対 し � 当 該 職 員 の 資 質 の 向 上 の た め の 研 修 の 機 会 を 確 保 し な け れ ば な ら な い �

� 他 の 社 会 福 祉 施 設 を 併 せ て 設 置 す る と き の 設 備 及 び 職 員 の 特 例 �

第 六 条 保 育 所 は � 他 の 社 会 福 祉 施 設 を 併 せ て 設 置 す る と き は � 必 要 に 応 じ 当 該 保 育 所 の 設 備 及 び 職 員 の 一 部 を 当 該 他 の 社 会 福 祉 施 設 の 設 備 及 び 職 員 に

兼 ね る こ と が で き る � た だ し � 第 十 五 条 第 一 号 の 乳 児 室 又 は ほ ふ く 室 及 び 同 条 第 四 号 の 保 育 室 又 は 遊 戯 室 並 び に 入 所 し て い る 児 童 の 保 育 に 直 接 従 事 す

る 職 員 に つ い て は � こ の 限 り で な い �

� 差 別 的 取 扱 い の 禁 止 �

第 七 条 保 育 所 は � 入 所 し て い る 児 童 に 対 し � 当 該 児 童 の 国 籍 � 信 条 若 し く は 社 会 的 身 分 又 は 入 所 に 要 す る 費 用 を 負 担 す る か 否 か に よ � て � 差 別 的 な 取

扱 い を し て は な ら な い �

� 虐 待 等 の 禁 止 �

第 八 条 保 育 所 の 職 員 は � 入 所 し て い る 児 童 に 対 し � 法 第 三 十 三 条 の 十 各 号 に 掲 げ る 行 為 そ の 他 当 該 児 童 の 心 身 に 有 害 な 影 響 を 与 え る 行 為 を し て は な ら

な い �

� 懲 戒 に 係 る 権 限 の 濫 用 の 禁 止 �

第 九 条 保 育 所 の 長 は � 入 所 し て い る 児 童 に 対 し 法 第 四 十 七 条 第 一 項 本 文 の 規 定 に よ り 親 権 を 行 う 場 合 で あ � て 懲 戒 す る と き 又 は 同 条 第 三 項 の 規 定 に よ

り 懲 戒 に 関 し 当 該 児 童 の 福 祉 の た め に 必 要 な 措 置 を と る と き は � 身 体 的 苦 痛 を 与 え る 行 為 � 人 格 を 辱 め る 行 為 そ の 他 の 懲 戒 に 係 る 権 限 を 濫 用 す る 行 為

を し て は な ら な い �

� 食 事 �

第 十 条 保 育 所 は � 入 所 し て い る 児 童 に 食 事 を 提 供 す る と き は � 当 該 保 育 所 内 で 調 理 す る 方 法 � 第 六 条 の 規 定 に よ り � 当 該 保 育 所 の 調 理 室 を 兼 ね て い る

他 の 社 会 福 祉 施 設 の 調 理 室 に お い て 調 理 す る 方 法 を 含 む � � に よ り 行 わ な け れ ば な ら な い �

２ 保 育 所 は � 入 所 し て い る 児 童 に 食 事 を 提 供 す る に 当 た � て は � 食 品 の 種 類 及 び 調 理 方 法 に つ い て 栄 養 並 び に 入 所 し て い る 児 童 の 身 体 的 状 況 及 び 嗜 好
し

を 考 慮 す る と と も に � で き る 限 り 変 化 に 富 み � 入 所 し て い る 児 童 の 健 全 な 発 育 に 必 要 な 栄 養 量 を 含 有 す る 献 立 に よ ら な け れ ば な ら な い �

３ 調 理 は � あ ら か じ め 作 成 さ れ た 献 立 に 従 � て 行 わ れ な け れ ば な ら な い � た だ し � 少 数 の 児 童 を 対 象 と し て 家 庭 的 な 環 境 の 下 で 調 理 す る と き は � こ の

限 り で な い �

４ 保 育 所 は � 入 所 し て い る 児 童 の 食 育 の 推 進 に 努 め な け れ ば な ら な い �

� 食 事 の 提 供 に 係 る 調 理 の 方 法 の 特 例 �

第 十 一 条 次 に 掲 げ る 要 件 に 適 合 す る 保 育 所 は � 前 条 第 一 項 の 規 定 に か か わ ら ず � 当 該 保 育 所 の 満 三 歳 以 上 の 幼 児 に 対 す る 食 事 の 提 供 に つ い て � 当 該 保

育 所 外 で 調 理 し 搬 入 す る 方 法 に よ り 行 う こ と が で き る � こ の 場 合 に お い て � 当 該 保 育 所 は � 当 該 食 事 の 提 供 に つ い て 当 該 方 法 に よ る こ と と し て も な お

当 該 保 育 所 に お い て 行 う こ と が 必 要 な 調 理 の た め の 加 熱 � 保 存 等 の 機 能 を 有 す る 設 備 を 設 け な け れ ば な ら な い �

一 食 事 の 提 供 の 責 任 が 当 該 保 育 所 に あ り � 当 該 食 事 の 提 供 の 管 理 者 が 衛 生 � 栄 養 等 に 関 し 業 務 上 必 要 な 注 意 を 払 う こ と が で き る よ う に � 当 該 保 育 所

の 体 制 及 び 調 理 業 務 の 受 託 者 と の 契 約 内 容 が 確 保 さ れ る こ と �

二 当 該 保 育 所 又 は 他 の 施 設 � 保 健 所 � 市 町 村 等 の 栄 養 士 に よ る 献 立 等 に つ い て の 栄 養 の 観 点 か ら の 指 導 そ の 他 の 栄 養 士 に よ る 必 要 な 配 慮 が 行 わ れ る

体 制 が 確 保 さ れ る こ と �

三 調 理 業 務 の 受 託 者 に つ い て は � 当 該 保 育 所 に お け る 食 事 の 提 供 の 趣 旨 を 十 分 認 識 し � 衛 生 � 栄 養 等 に 関 し 調 理 業 務 を 適 切 に 遂 行 す る こ と が で き る

能 力 を 有 す る 者 と す る こ と �

四 幼 児 の 年 齢 及 び 発 達 の 段 階 並 び に 健 康 状 態 に 応 じ た 食 事 を 提 供 す る と と も に � 幼 児 の ア レ ル ギ � � ア ト ピ � 等 に 配 慮 し � 食 事 の 内 容 � 回 数 及 び 時

機 に 適 切 に 応 ず る こ と が で き る こ と �

五 食 を 通 じ た 乳 幼 児 の 健 全 育 成 を 図 る 観 点 か ら � 乳 幼 児 の 発 育 及 び 発 達 の 過 程 に 応 じ て 食 に 関 し 配 慮 す べ き 事 項 を 定 め た 食 育 に 関 す る 計 画 に 基 づ き

食 事 を 提 供 す る よ う に 努 め る こ と �

� 記 録 の 整 備 �

第 十 二 条 保 育 所 は � 職 員 � 財 産 � 会 計 及 び 入 所 し て い る 児 童 の 処 遇 の 状 況 に 関 す る 記 録 を 整 備 し て お か な け れ ば な ら な い �

� 秘 密 保 持 等 �
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他 の 社 会 福 祉 施 設 の 調 理 室 に お い て 調 理 す る 方 法 を 含 む � � に よ り 行 わ な け れ ば な ら な い �

２ 保 育 所 は � 入 所 し て い る 児 童 に 食 事 を 提 供 す る に 当 た � て は � 食 品 の 種 類 及 び 調 理 方 法 に つ い て 栄 養 並 び に 入 所 し て い る 児 童 の 身 体 的 状 況 及 び 嗜 好
し

を 考 慮 す る と と も に � で き る 限 り 変 化 に 富 み � 入 所 し て い る 児 童 の 健 全 な 発 育 に 必 要 な 栄 養 量 を 含 有 す る 献 立 に よ ら な け れ ば な ら な い �

３ 調 理 は � あ ら か じ め 作 成 さ れ た 献 立 に 従 � て 行 わ れ な け れ ば な ら な い � た だ し � 少 数 の 児 童 を 対 象 と し て 家 庭 的 な 環 境 の 下 で 調 理 す る と き は � こ の

限 り で な い �

４ 保 育 所 は � 入 所 し て い る 児 童 の 食 育 の 推 進 に 努 め な け れ ば な ら な い �

� 食 事 の 提 供 に 係 る 調 理 の 方 法 の 特 例 �

第 十 一 条 次 に 掲 げ る 要 件 に 適 合 す る 保 育 所 は � 前 条 第 一 項 の 規 定 に か か わ ら ず � 当 該 保 育 所 の 満 三 歳 以 上 の 幼 児 に 対 す る 食 事 の 提 供 に つ い て � 当 該 保

育 所 外 で 調 理 し 搬 入 す る 方 法 に よ り 行 う こ と が で き る � こ の 場 合 に お い て � 当 該 保 育 所 は � 当 該 食 事 の 提 供 に つ い て 当 該 方 法 に よ る こ と と し て も な お

当 該 保 育 所 に お い て 行 う こ と が 必 要 な 調 理 の た め の 加 熱 � 保 存 等 の 機 能 を 有 す る 設 備 を 設 け な け れ ば な ら な い �

一 食 事 の 提 供 の 責 任 が 当 該 保 育 所 に あ り � 当 該 食 事 の 提 供 の 管 理 者 が 衛 生 � 栄 養 等 に 関 し 業 務 上 必 要 な 注 意 を 払 う こ と が で き る よ う に � 当 該 保 育 所

の 体 制 及 び 調 理 業 務 の 受 託 者 と の 契 約 内 容 が 確 保 さ れ る こ と �

二 当 該 保 育 所 又 は 他 の 施 設 � 保 健 所 � 市 町 村 等 の 栄 養 士 に よ る 献 立 等 に つ い て の 栄 養 の 観 点 か ら の 指 導 そ の 他 の 栄 養 士 に よ る 必 要 な 配 慮 が 行 わ れ る

体 制 が 確 保 さ れ る こ と �

三 調 理 業 務 の 受 託 者 に つ い て は � 当 該 保 育 所 に お け る 食 事 の 提 供 の 趣 旨 を 十 分 認 識 し � 衛 生 � 栄 養 等 に 関 し 調 理 業 務 を 適 切 に 遂 行 す る こ と が で き る

能 力 を 有 す る 者 と す る こ と �

四 幼 児 の 年 齢 及 び 発 達 の 段 階 並 び に 健 康 状 態 に 応 じ た 食 事 を 提 供 す る と と も に � 幼 児 の ア レ ル ギ � � ア ト ピ � 等 に 配 慮 し � 食 事 の 内 容 � 回 数 及 び 時

機 に 適 切 に 応 ず る こ と が で き る こ と �

五 食 を 通 じ た 乳 幼 児 の 健 全 育 成 を 図 る 観 点 か ら � 乳 幼 児 の 発 育 及 び 発 達 の 過 程 に 応 じ て 食 に 関 し 配 慮 す べ き 事 項 を 定 め た 食 育 に 関 す る 計 画 に 基 づ き

食 事 を 提 供 す る よ う に 努 め る こ と �

� 記 録 の 整 備 �

第 十 二 条 保 育 所 は � 職 員 � 財 産 � 会 計 及 び 入 所 し て い る 児 童 の 処 遇 の 状 況 に 関 す る 記 録 を 整 備 し て お か な け れ ば な ら な い �

� 秘 密 保 持 等 �

第 十 三 条 保 育 所 の 職 員 は � 正 当 な 理 由 が な く � そ の 業 務 上 知 り 得 た 児 童 又 は そ の 家 族 の 秘 密 を 漏 ら し て は な ら な い �

２ 保 育 所 は � 当 該 保 育 所 の 職 員 で あ � た 者 が � 正 当 な 理 由 が な く � そ の 業 務 上 知 り 得 た 児 童 又 は そ の 家 族 の 秘 密 を 漏 ら す こ と が な い よ う に 必 要 な 措 置

を 講 じ な け れ ば な ら な い �

� 事 故 発 生 時 の 対 応 �

第 十 四 条 保 育 所 は � 入 所 し て い る 児 童 の 処 遇 に よ り 事 故 が 発 生 し た 場 合 は � 直 ち に � 必 要 な 措 置 を 講 ず る と と も に � 県 � 市 町 村 � 当 該 入 所 し て い る 児

童 の 家 族 等 に 連 絡 を し な け れ ば な ら な い �

２ 前 項 に 定 め る も の の ほ か � 保 育 所 の 事 故 発 生 時 の 対 応 に 関 し 必 要 な 事 項 は � 規 則 で 定 め る �

� 設 備 の 基 準 �

第 十 五 条 保 育 所 の 設 備 の 基 準 は � 次 の と お り と す る �

一 乳 児 又 は 満 二 歳 に 満 た な い 幼 児 � 以 下 � 乳 児 等 � と い う � � を 入 所 さ せ る 保 育 所 に は � 乳 児 室 又 は ほ ふ く 室 � 医 務 室 � 調 理 室 そ の 他 規 則 で 定 め る

設 備 を 設 け る こ と �

二 乳 児 室 の 面 積 は � 当 該 乳 児 室 を 利 用 す る 乳 児 等 一 人 に つ き 一 ・ 六 五 平 方 メ � ト ル 以 上 で あ る こ と �

三 ほ ふ く 室 の 面 積 は � 当 該 ほ ふ く 室 を 利 用 す る 乳 児 等 一 人 に つ き 三 ・ 三 平 方 メ � ト ル 以 上 で あ る こ と �

四 満 二 歳 以 上 の 幼 児 を 入 所 さ せ る 保 育 所 に は � 保 育 室 又 は 遊 戯 室 � 屋 外 遊 戯 場 � 保 育 所 の 付 近 に あ る 屋 外 遊 戯 場 に 代 わ る べ き 場 所 を 含 む � 以 下 同

じ � � � 医 務 室 � 調 理 室 そ の 他 規 則 で 定 め る 設 備 を 設 け る こ と �

五 保 育 室 又 は 遊 戯 室 の 面 積 は � 満 二 歳 以 上 の 幼 児 一 人 に つ き 一 ・ 九 八 平 方 メ � ト ル 以 上 で あ る こ と �

六 屋 外 遊 戯 場 の 面 積 は � 満 二 歳 以 上 の 幼 児 一 人 に つ き 三 ・ 三 平 方 メ � ト ル 以 上 で あ る こ と �

七 乳 児 室 � ほ ふ く 室 � 保 育 室 又 は 遊 戯 室 � 以 下 � 乳 児 室 等 � と い う � � を 二 階 に 設 け る 保 育 所 の 建 物 に あ � て は ㈠ か ら ㈢ ま で � 乳 児 室 等 を 三 階 以 上

に 設 け る 保 育 所 の 建 物 に あ � て は ㈡ か ら ㈣ ま で に 掲 げ る 要 件 に 適 合 す る こ と �

㈠ 建 築 基 準 法 � 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 二 百 一 号 � 第 二 条 第 九 号 の 二 に 規 定 す る 耐 火 建 築 物 又 は 同 条 第 九 号 の 三 に 規 定 す る 準 耐 火 建 築 物 � 同 号 ロ に 該

当 す る も の を 除 く � � で あ る こ と �

㈡ 乳 児 室 等 が 設 け ら れ て い る 階 に 応 じ � 屋 外 階 段 そ の 他 の 規 則 で 定 め る 施 設 又 は 設 備 が 一 以 上 設 け ら れ て い る こ と �

㈢ 乳 児 室 等 そ の 他 乳 幼 児 が 出 入 り し � 又 は 通 行 す る 場 所 に � 乳 幼 児 の 転 落 事 故 を 防 止 す る 設 備 が 設 け ら れ て い る こ と �

㈣ ㈠ か ら ㈢ ま で に 定 め る も の の ほ か � 規 則 で 定 め る 要 件

八 前 各 号 に 定 め る も の の ほ か � 規 則 で 定 め る 保 育 所 の 設 備 の 基 準 を 満 た す こ と �

� 職 員 �

第 十 六 条 保 育 所 に は � 保 育 所 の 長 � 保 育 士 � 嘱 託 医 及 び 調 理 員 を 置 か な け れ ば な ら な い � た だ し � 調 理 業 務 の 全 部 を 委 託 す る 保 育 所 に あ � て は � 調 理

員 を 置 か な い こ と が で き る �

２ 保 育 士 の 員 数 の 基 準 は � 乳 児 お お む ね 三 人 に つ き 一 人 以 上 � 満 一 歳 以 上 満 三 歳 に 満 た な い 幼 児 お お む ね 六 人 に つ き 一 人 以 上 � 満 三 歳 以 上 満 四 歳 に 満

た な い 幼 児 お お む ね 二 十 人 に つ き 一 人 以 上 � 就 学 前 の 子 ど も に 関 す る 教 育 � 保 育 等 の 総 合 的 な 提 供 の 推 進 に 関 す る 法 律 � 平 成 十 八 年 法 律 第 七 十 七 号 �

以 下 � 就 学 前 保 育 等 推 進 法 � と い う � � 第 七 条 第 一 項 に 規 定 す る 認 定 こ ど も 園 で あ る 保 育 所 � 以 下 � 認 定 保 育 所 � と い う � � に あ � て は � 短 時 間 利 用

児 � 幼 稚 園 � 学 校 教 育 法 � 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 二 十 六 号 � 第 一 条 に 規 定 す る 幼 稚 園 を い う � 以 下 同 じ � � と 同 様 に 一 日 に 四 時 間 程 度 認 定 保 育 所 を 利 用

す る 幼 児 を い う � 以 下 同 じ � � お お む ね 三 十 五 人 に つ き 一 人 以 上 � 長 時 間 利 用 児 � 一 日 に 八 時 間 程 度 認 定 保 育 所 を 利 用 す る 幼 児 を い う � 以 下 同 じ � �

お お む ね 二 十 人 に つ き 一 人 以 上 � � 満 四 歳 以 上 の 幼 児 お お む ね 三 十 人 に つ き 一 人 以 上 � 認 定 保 育 所 に あ � て は � 短 時 間 利 用 児 お お む ね 三 十 五 人 に つ き

一 人 以 上 � 長 時 間 利 用 児 お お む ね 三 十 人 に つ き 一 人 以 上 � と す る � た だ し � 一 の 保 育 所 に つ き 二 人 を 下 回 る こ と は で き な い �

� 保 育 の 内 容 �

第 十 七 条 保 育 所 に お け る 保 育 は � 養 護 及 び 教 育 を 一 体 的 に 行 う こ と を そ の 特 性 と し � そ の 内 容 に つ い て は � 保 育 所 保 育 指 針 � 平 成 二 十 年 厚 生 労 働 省 告

示 第 百 四 十 一 号 � に 従 う �

� 利 用 料 �

第 十 八 条 法 第 五 十 六 条 第 三 項 の 規 定 に よ る 徴 収 金 及 び 就 学 前 保 育 等 推 進 法 第 十 三 条 第 四 項 の 保 育 料 � 以 下 � 徴 収 金 等 � と い う � � 以 外 に 保 育 所 が 入 所

し て い る 児 童 に 対 し て 提 供 す る サ � ビ ス � 当 該 徴 収 金 等 を 支 払 う 者 の 選 定 に よ り 提 供 さ れ る も の を 除 く � � に 関 し 当 該 徴 収 金 等 を 支 払 う 者 か ら 利 用 料

の 支 払 を 受 け る 場 合 に あ � て は � 当 該 利 用 料 の 額 は � 当 該 サ � ビ ス の 実 施 に 要 す る 費 用 を 勘 案 し � か つ � 当 該 徴 収 金 等 を 支 払 う 者 の 家 計 に 与 え る 影 響

を 考 慮 し て 定 め ら れ な け れ ば な ら な い �

� 規 則 へ の 委 任 �

第 十 九 条 こ の 条 例 に 定 め る も の の ほ か � 保 育 所 の 設 備 及 び 運 営 の 基 準 に 関 し 必 要 な 事 項 は � 規 則 で 定 め る �

附 則
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㈣ ㈠ か ら ㈢ ま で に 定 め る も の の ほ か � 規 則 で 定 め る 要 件

八 前 各 号 に 定 め る も の の ほ か � 規 則 で 定 め る 保 育 所 の 設 備 の 基 準 を 満 た す こ と �

� 職 員 �

第 十 六 条 保 育 所 に は � 保 育 所 の 長 � 保 育 士 � 嘱 託 医 及 び 調 理 員 を 置 か な け れ ば な ら な い � た だ し � 調 理 業 務 の 全 部 を 委 託 す る 保 育 所 に あ � て は � 調 理

員 を 置 か な い こ と が で き る �

２ 保 育 士 の 員 数 の 基 準 は � 乳 児 お お む ね 三 人 に つ き 一 人 以 上 � 満 一 歳 以 上 満 三 歳 に 満 た な い 幼 児 お お む ね 六 人 に つ き 一 人 以 上 � 満 三 歳 以 上 満 四 歳 に 満

た な い 幼 児 お お む ね 二 十 人 に つ き 一 人 以 上 � 就 学 前 の 子 ど も に 関 す る 教 育 � 保 育 等 の 総 合 的 な 提 供 の 推 進 に 関 す る 法 律 � 平 成 十 八 年 法 律 第 七 十 七 号 �

以 下 � 就 学 前 保 育 等 推 進 法 � と い う � � 第 七 条 第 一 項 に 規 定 す る 認 定 こ ど も 園 で あ る 保 育 所 � 以 下 � 認 定 保 育 所 � と い う � � に あ � て は � 短 時 間 利 用

児 � 幼 稚 園 � 学 校 教 育 法 � 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 二 十 六 号 � 第 一 条 に 規 定 す る 幼 稚 園 を い う � 以 下 同 じ � � と 同 様 に 一 日 に 四 時 間 程 度 認 定 保 育 所 を 利 用

す る 幼 児 を い う � 以 下 同 じ � � お お む ね 三 十 五 人 に つ き 一 人 以 上 � 長 時 間 利 用 児 � 一 日 に 八 時 間 程 度 認 定 保 育 所 を 利 用 す る 幼 児 を い う � 以 下 同 じ � �

お お む ね 二 十 人 に つ き 一 人 以 上 � � 満 四 歳 以 上 の 幼 児 お お む ね 三 十 人 に つ き 一 人 以 上 � 認 定 保 育 所 に あ � て は � 短 時 間 利 用 児 お お む ね 三 十 五 人 に つ き

一 人 以 上 � 長 時 間 利 用 児 お お む ね 三 十 人 に つ き 一 人 以 上 � と す る � た だ し � 一 の 保 育 所 に つ き 二 人 を 下 回 る こ と は で き な い �

� 保 育 の 内 容 �

第 十 七 条 保 育 所 に お け る 保 育 は � 養 護 及 び 教 育 を 一 体 的 に 行 う こ と を そ の 特 性 と し � そ の 内 容 に つ い て は � 保 育 所 保 育 指 針 � 平 成 二 十 年 厚 生 労 働 省 告

示 第 百 四 十 一 号 � に 従 う �

� 利 用 料 �

第 十 八 条 法 第 五 十 六 条 第 三 項 の 規 定 に よ る 徴 収 金 及 び 就 学 前 保 育 等 推 進 法 第 十 三 条 第 四 項 の 保 育 料 � 以 下 � 徴 収 金 等 � と い う � � 以 外 に 保 育 所 が 入 所

し て い る 児 童 に 対 し て 提 供 す る サ � ビ ス � 当 該 徴 収 金 等 を 支 払 う 者 の 選 定 に よ り 提 供 さ れ る も の を 除 く � � に 関 し 当 該 徴 収 金 等 を 支 払 う 者 か ら 利 用 料

の 支 払 を 受 け る 場 合 に あ � て は � 当 該 利 用 料 の 額 は � 当 該 サ � ビ ス の 実 施 に 要 す る 費 用 を 勘 案 し � か つ � 当 該 徴 収 金 等 を 支 払 う 者 の 家 計 に 与 え る 影 響

を 考 慮 し て 定 め ら れ な け れ ば な ら な い �

� 規 則 へ の 委 任 �

第 十 九 条 こ の 条 例 に 定 め る も の の ほ か � 保 育 所 の 設 備 及 び 運 営 の 基 準 に 関 し 必 要 な 事 項 は � 規 則 で 定 め る �

附 則

� 施 行 期 日 �

１ こ の 条 例 は � 平 成 二 十 五 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る �

� 特 例 幼 保 連 携 保 育 所 の 特 例 �

２ 秋 田 県 認 定 こ ど も 園 の 認 定 の 要 件 に 関 す る 条 例 � 平 成 十 八 年 秋 田 県 条 例 第 七 十 九 号 � に 定 め る 要 件 � 幼 保 連 携 施 設 � 就 学 前 保 育 等 推 進 法 第 三 条 第 三

項 に 規 定 す る 幼 保 連 携 施 設 を い う � 以 下 同 じ � � に 係 る も の に 限 る � 以 下 同 じ � � に 適 合 す る 運 営 を 行 う た め に � 設 置 後 相 当 の 期 間 を 経 過 し た 幼 稚 園

� そ の 運 営 の 実 績 そ の 他 に よ り 適 正 な 運 営 が 確 保 さ れ て い る と 認 め ら れ る も の に 限 る � � と 幼 保 連 携 施 設 を 構 成 す る よ う に 保 育 所 を 新 た に 設 置 し � 又

は 移 転 さ せ る 場 合 に お け る 当 該 保 育 所 � 以 下 � 特 例 幼 保 連 携 保 育 所 � と い う � � の 保 育 室 又 は 遊 戯 室 に つ い て は � 当 該 幼 保 連 携 施 設 の 園 舎 の 面 積 � 乳

児 等 の 保 育 の 用 に 供 す る 乳 児 室 又 は ほ ふ く 室 そ の 他 の 施 設 及 び 設 備 の 面 積 並 び に 満 二 歳 以 上 満 三 歳 に 満 た な い 幼 児 の 保 育 の 用 に 供 す る 保 育 室 又 は 遊 戯

室 そ の 他 の 施 設 及 び 設 備 の 面 積 を 除 く � � が � 次 の 各 号 に 掲 げ る 学 級 数 の 区 分 に 応 じ � 当 該 各 号 に 定 め る 面 積 以 上 で あ る と き は � 当 分 の 間 � 第 十 五 条

第 五 号 の 規 定 を 適 用 し な い こ と が で き る �

一 一 学 級 百 八 十 平 方 メ � ト ル

二 二 学 級 以 上 三 百 二 十 平 方 メ � ト ル に 学 級 数 か ら 二 を 減 じ た 数 に 百 平 方 メ � ト ル を 乗 じ て 得 た 面 積 を 加 え て 得 た 面 積

３ 特 例 幼 保 連 携 保 育 所 の 屋 外 遊 戯 場 に つ い て は � 当 該 特 例 幼 保 連 携 保 育 所 が 構 成 す る 幼 保 連 携 施 設 の 屋 外 遊 戯 場 及 び 運 動 場 の 面 積 が � 次 の 各 号 に 掲 げ

る 学 級 数 の 区 分 に 応 じ � 当 該 各 号 に 定 め る 面 積 に 満 二 歳 以 上 満 三 歳 に 満 た な い 幼 児 に つ き 第 十 五 条 第 六 号 の 規 定 に よ り 算 出 し た 面 積 を 加 え て 得 た 面 積

以 上 で あ る と き は � 当 分 の 間 � 同 号 の 規 定 を 適 用 し な い こ と が で き る �

一 二 学 級 以 下 三 百 三 十 平 方 メ � ト ル に 学 級 数 か ら 一 を 減 じ た 数 に 三 十 平 方 メ � ト ル を 乗 じ て 得 た 面 積 を 加 え て 得 た 面 積

二 三 学 級 以 上 四 百 平 方 メ � ト ル に 学 級 数 か ら 三 を 減 じ た 数 に 八 十 平 方 メ � ト ル を 乗 じ て 得 た 面 積 を 加 え て 得 た 面 積

４ 特 例 幼 保 連 携 保 育 所 で あ � て � 満 三 歳 以 上 の 幼 児 に つ き 第 十 六 条 第 二 項 に 規 定 す る 保 育 士 の 員 数 の 基 準 を 満 た す こ と が 困 難 で あ る も の に 対 す る 同 項

の 規 定 � 満 三 歳 以 上 の 幼 児 に 係 る 部 分 に 限 る � � の 適 用 に つ い て は � 当 分 の 間 � 幼 稚 園 の 教 員 の 免 許 状 を 有 す る 当 該 特 例 幼 保 連 携 保 育 所 が 構 成 す る 幼

保 連 携 施 設 の 職 員 � 当 該 特 例 幼 保 連 携 保 育 所 の 設 置 又 は 移 転 の 後 に 新 た に 採 用 さ れ た 者 を 除 く � � で あ � て � 保 育 士 と な る 資 格 の 取 得 に 努 め て お り �

そ の 意 欲 � 適 性 及 び 能 力 等 を 考 慮 し て 知 事 が 適 当 で あ る と 承 認 し た も の は � 保 育 士 と み な す �

５ 前 項 の 規 定 に よ る 知 事 の 承 認 の 有 効 期 間 は � そ の 承 認 を し た 日 か ら 三 年 と す る �

６ 前 項 の 規 定 に か か わ ら ず � 附 則 第 四 項 の 規 定 に よ る 知 事 の 承 認 に つ い て は � 当 分 の 間 � 相 当 期 間 に わ た り 保 育 士 を 確 保 す る こ と が 困 難 で あ る 場 合 に

限 り � そ の 有 効 期 間 を 知 事 が 承 認 し た 日 か ら 六 年 と す る こ と が で き る �

７ 附 則 第 二 項 か ら 前 項 ま で の 規 定 は � 秋 田 県 認 定 こ ど も 園 の 認 定 の 要 件 に 関 す る 条 例 に 定 め る 要 件 に 適 合 す る 運 営 を 行 う た め に � 設 置 後 相 当 の 期 間 を

経 過 し た 保 育 所 � そ の 運 営 の 実 績 そ の 他 に よ り 適 正 な 運 営 が 確 保 さ れ て い る と 認 め ら れ る も の に 限 る � � と 幼 保 連 携 施 設 を 構 成 す る よ う に 幼 稚 園 を 新

た に 設 置 し � 又 は 移 転 さ せ る 場 合 に お け る 当 該 保 育 所 に つ い て 準 用 す る � こ の 場 合 に お い て � 附 則 第 四 項 中 � 当 該 特 例 幼 保 連 携 保 育 所 の � と あ る の

は � � 当 該 保 育 所 と 幼 保 連 携 施 設 を 構 成 す る 幼 稚 園 の � と 読 み 替 え る も の と す る �

� 保 育 士 の 員 数 の 算 定 に 関 す る 経 過 措 置 �

８ 乳 児 六 人 以 上 を 入 所 さ せ る 保 育 所 に 係 る 第 十 六 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 保 育 士 の 員 数 の 算 定 に つ い て は � 当 分 の 間 � 当 該 保 育 所 に 勤 務 す る 保 健 師 又 は

看 護 師 を � 一 人 に 限 � て � 保 育 士 と み な す こ と が で き る �

� 検 討 等 �

９ 知 事 は � 保 育 所 に お け る 保 育 の 質 の 向 上 を 図 る た め � 設 備 運 営 基 準 に つ い て 検 討 を 加 え � 当 該 設 備 運 営 基 準 の 改 廃 の 立 案 を し よ う と す る と き は � あ

ら か じ め � 秋 田 県 社 会 福 祉 審 議 会 の 意 見 を 聴 く も の と す る �




